
金
部
古
蹴
志
巻
九

た
る
元
文
五
年
七
月
旦
正
の
上
申
書
に
、
辰
巳
水
道
出
来
に
付
、
寛

永
七
年
間
地
開
裂
被
=
仰
付
一
共
頃
上
野
村
・
涌
波
村
・
=
一
口
新
村
等
相

建
。
と
見
h
、
高
治
四
年
正
月
上
野
村
百
姓
の
番
付
に
、
山
崎
領
太
右

衛
門
と
申
者
、
小
立
野
石
引
町
民
罷
在
、
地
子
方
裁
許
致
し
、
共
上

山
崎
領
の
畠
方
少
し
持
居
候
慮
、
地
子
方
未
進
過
分
に
付
、
這
出
に

成
。
共
頃
山
崎
領
高
之
儀
、
上
野
村
百
姓
に
被
=
仰
付
吋
と
-X
ふ
事
も

見
b
た
れ
ば
.
今
の
上
野
村
は
卸
ち
山
崎
村
の
遺
民
と
い
ふ
は
さ
も

あ
る
べ
し
。
右
上
野
村
は
、
延
費
六
年
に
上
野
新
村
と
改
m
併
せ
ら
る
。

元
総
七
年
二
月
上
野
・
三
口
・
涌
波
=
一
タ
村
肝
煎
連
名
願
書
に
、
上
野

新
村
・
三
口
新
村
・
涌
波
新
村
・
栗
林
跡
御
岡
地
、
六
十
ク
年
許
以
前

よ
り
御
水
道
上
水
に
而
や
し
た
ひ
来
申
候
。
右
閲
ケ
所
は
新
村
に

て
、
中
納
言
様
御
代
に
は
野
毛
に
て
有
v
之
慮
、
御
披
中
御
水
道
之
水

多
く
除
り
候
問
、
此
水
を
以
新
開
被
u
仰
付
一
石
川
・
加
賀
商
郡
よ
り

笠
罷
出
、
村
相
立
申
候
。
只
今
千
石
徐
之
岡
地
に
罷
成
申
。
と
記
載

す
。
或
は
云
ふ
。
上
野
村
は
山
崎
村
の
奮
領
に
て
、
貨
は
新
村
民
非

占

yo
故
に
初
め
は
上
野
村
と
い
ひ
し
を
、
後
に
上
野
新
村
と
改
稀
す
。

叉
山
崎
領
と
呼
ぺ
る
地
は
‘
山
崎
め
諸
問
領
地
た
れ
ど
、
笠
舞
村
へ
合

併
せ
し
ゅ
ゑ
‘
笠
舞
村
よ
り
貢
納
す
と
い
へ
り
。

蹄
取
申
御
高
札
井
に
御
掛
金
.
子
之
御
事
。

合

拾

枚

者

金

子

大

判

也

右
者
、
き
り
し
た
ん
宗
旨
御
改
之
御
高
札
井
に
御
掛
金
判
金
拾
枚
、

憶
に
請
取
置
候
。
夜
之
儀
者
雨
天
秤
屋
方
b
月
替
に
預
置
‘
毎
日
御

礼
掛
場
に
か
け
申
所
如
b

件。

寛
永
十
五
年
拾
月
二
日

竹

屋

仁

兵

衛

太

郎

兵

衛

六
左
衛
門

彦

右

衛

門

兵

衛
兵

衛

十
間
町町

片新堤山
崎
町 町町
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葛

巻

隼

人

様

長
瀬
五
郎
右
衛
門
様

裏
書

右
雨
書
之
判
金
諦
取
‘
町
肝
煎
中
h
相
波
、
御
札
前
に
毎
日
銭
掛
申

候
。
以
上
。

寅
リ
十
一
月
六
日

長
潮
五
郎
右
衛
門

葛

巻

隼

人

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

八

。
山

町

崎

金
城
隆
盛
私
記
に
云
ふ
。
委
考
a
宮
城
之
故
地
吋
石
川
郡
奮
石
浦
庄
山

崎
村
之
地
也
岨
民
居
今
十
間
町
之
前
後
也
。
と
い
ひ
、
共
延
港
町
名

目
=
山
崎
町
↓
山
崎
村
古
千
石
飴
所
也

e

利
長
・
利
常
二
公
之
時
。
府
中

繁
築
。
村
旦
多
骨
ma
町
家
↓
山
崎
村
之
磁
地
今
在
=
小
立
野
経
王
寺
道
路
吋

繭
昌
之
山
崎
領
吋
と
見
b
.
加
邦
鍛
・
可
観
小
説
・
混
見
摘
務
に
は
、
今

篠
原
主
水
第
地
の
越
を
山
崎
町
と
い
ふ
由
と
あ
り
。
三
州
志
来
因
概

箆
附
録
に
J

山
崎
の
町
名
、
寛
永
十
二
年
金
津
悶
総
の
後
、
街
巷
割

易
の
札
一
切
慣
に
袋
・
ヂ
る
か
。
今
十
間
町
よ
り
新
町
へ
通
る
小
路
を
山

の
小
路
と
い
ふ
も
、
共
頃
山
崎
町
へ
行
く
小
路
な
る
を
以
て
名
付
く

る
欺
と
い
へ
り
。
平
次
按
4
y
る
に
、
右
は
山
の
小
路
と
い
ふ
名
あ
る

を
以

τ.
附
曾
せ
し
設
な
る
べ
し
。
十
間
町
の
漣
は
、
山
崎
村
の
奮

村
地
に
あ
ら
4
1
0

土
屋
義
休
の
停
設
な
り
と
い
へ
ど
も
、
山
崎
町
を

十
間
町
と
い
へ
る
は
過
聞
な
り
と
聞
ゆ
。
山
崎
の
町
名
は
、
三
登
記

に
、
元
和
四
年
金
棒
山
崎
町
の
角
に
居
住
す
る
岡
上
屋
踊
右
衛
門
と

云
ふ
者
の
事
を
載
せ
た
り
。
叉
小
松
遺
文
民
一
載
せ
た
る
寛
永
十
五
年

十
月
那
蘇
宗
徒
の
鳴
託
札
井
に
掛
金
子
預
り
の
請
書
広
、
如
v
左
載
v

之。

~l 

稲

垣

長

兵

衛

殿

長

谷

川

大

事

殿

右
は
金
棒
町
事
行
の
装
書
也
。
右
詩
書
の
連
署
に
、
十
関
町
太
郎
兵

街
・
山
崎
町
九
兵
衛
と
載
せ
た
る
は
‘

A
A
雨
町
の
肝
煎
た
り
。
然
れ

ば
寛
永
の
頃
.
十
間
町
と
山
崎
町
と
は
元
よ
り
別
町
た
る
事
い
ち
じ

る
し
。
然
る
を
土
屋
義
休
が
‘
山
崎
町
は
十
間
町
の
謹
怠
る
よ
し
侮

言
す
と
い
へ
る
は
全
く
過
聞
に
て
‘
=
一
州
志
に
、
十
関
町
よ
り
新
町

へ
遇
ふ
小
路
を
山
の
小
路
と
い
ふ
も
山
崎
町
の
遺
稿
た
る
よ
し
載
せ

た
る
も
‘
非
友
る
ぺ
し
。
叉
=
一
ヶ
屋
五
郎
兵
街
僻
記
に
、
元
組
九
郎

兵
衛
、
利
家
卿
の
時
、
御
城
堤
の
法
山
崎
町
の
角
屋
敷
拝
領
仕
.
寛

永
十
三
年
、
火
災
以
前
ま
で
此
の
地
陀
居
住
仕
。
共
頃
七
十
間
御
門

御
縮
の
節
は
、
九
郎
兵
衛
の
住
宅
に
御
番
所
相
立
候
。
火
事
以
後
上

堤
町
に
て
屋
敷
拝
領
仕
。
と
あ
り
。
此
の
停
訟
に
.
て
考
ふ
れ
ば
、
金

谷
の
地
越
に
山
崎
町
あ
り
た
る
や
う
に
聞
ゆ
れ
ど
も
、
彼
の
地
越
は

い
に
し
へ
石
浦
の
村
地
た
る
ぺ
け
れ
ば
、
此
の
地
を
山
崎
町
と
稀
す

べ
き
よ
し
た
し
。
三
ケ
屋
の
僻
訟
と
い
へ
ど
も
、
静
か
な
ら
宇
と
い

ふ
ぺ
し
。
故
に
倫
熟
考
す
る
に
、
山
崎
村
は
、
今
殺
六
園
の
地
よ
り

出
初
町
の
奮
地
へ
か
け
村
落
の
遺
跡
な
り
と
云
ひ
停
で
そ
の
村
地

九




